
会長挨拶　稲葉　博之�

当たり前の事を、当たり前に�

1884回　12：30点鐘　東山荘・講堂�次回3月18日の例会�

国際�
ロータリー�
第2620地区�

“CELEBRATE  ROTARY”「ロータリーを祝おう」�

例　会　場／東山荘・講堂�

開 会 点 鐘／12：30�

ロータリーソング／奉仕の理想�

内　　　容／今話題のNHKの話�
　　　　　　元NHKアナウンサー 日野　直子様�

　会 員 慶 事�

誕生日�

★3月14日　内海　宣彦君�

★3月15日　勝又　敏雄君�

★3月15日　神谷　高義君�

結婚記念日�

★3月12日　勝間田芳麿君・喜代子様ご夫妻�

夫人誕生日�

★3月10日　大森　清治君 ご夫人 恵美子様�

　先月２０日、当クラブがホストで行なった本年度クラブ最大事業のIM（Intercity Meeting）

には、メンバー、各部会長、実行正副委員長様には、大変にお世話になりご苦労様でござい

ました。盛大に終わる事ができまして、厚くお礼申しあげます。今特に国民的関心の強い、

「イラク復興支援」の実情について講演をいただきました。陸上自衛隊富士学校富士駐屯地

特科部研究課研究員イラク復興業務支援隊第１次要員としてバグダッドに赴任し、昨年の７

月３１日帰国の、白井雅高３等陸佐様は、イラクに自衛隊が派遣されると決まった時、戦後の

復興に少しでも役に立てばと自らイラク行きを志願したそうです。ご家族の、奥様と小学校４年生、２年生

の息子には、「危険だけれど頑張ってきて下さい」と励ましの言葉をかけられたそうです。イラクの現地か

らは息子と衛星電話などで話し、学校であった楽しそうな様子を聞くと、イラクの子供たちが一日も早く学

校に通えるような環境を作らなければと思い、身の引き締まる思いがしたそうです。�

　毎日が緊張したイラクでの生活の中で息抜きにしていたのはテレビで、日本の番組を見たり映画を見てく

つろいだそうです。好きな作家は司馬遼太郎で、その本の中で見つけた幕末の長岡藩の家訓「常在戦場」（平

穏な時にも何か起こった時の心構えでいる）を信条としているそうです。また、イラク復興業務支援群第１

次要員として３ヶ月の任務で帰国したヒゲで有名な群長の、番匠幸一郎１等陸佐様は、日本人の代表として「日

本人らしく誠実に心を込めて、武士道の国の自衛官らしく規律正しく堂々と」をモットーに、イラクの人達

と一緒に汗を流しながら「日本式」のやり方で様々な活動を行った。このような活動が、イラクの方々から

好意的に評価され、実際、２月にサマワに到着した時より５月末現地を後にする時の方が、より多くの人達が、

より深く感謝と親しみの気持ちを示したそうです。特に子供達の輝く目と満面の笑顔は忘れられないと、こ

のような歓迎はイラクと日本の歴史的な繋がりの中で、日本という国への尊敬と、日本人に対する深い信頼

があったからで、日本人であることを誇りに思った。と報告しています。派遣された留守家族のお気持ちを

察する時、つくづく平和の有り難さが解ります。�



会員数� 出席者数� 暫定出席率�計算に用いる�
会員数�

前々回の�
確定出席率�

６３名� ５９名� ５３名� １００％�８９.８３％�
●欠席者（6名）�
　渡辺　厳君・林　由行君・梶原一正君・根上眞一君・斉藤礼志君�
　芹澤正明君�

※やむを得ず欠席される方は、午前10時までにご連絡下さい。�

○例会日/木曜日�
○例会場・事務局/YMCA東山荘�
　静岡県御殿場市東山１０５２�
　電話/０５５０－８３－１１３３　ＦＡＸ/０５５０－８３－１１３８�
　http://www.gotemba-rc.gr.jp/

○会　　　長/稲葉　博之�
○幹　　　事/高村　繁男�
○会報委員長/橋本　喜市�

3月3日の出席報告�

第2620地区�

卓　　　話�

2月17日のメーキャップ� 7名�

大森　清治君　2月18日　沼　津�

齋藤　　保君　2月18日　裾　野�

勝又　敏樹君　2月22日　沼津北�

石川　又英君　2月22日　沼津北�

勝又　敏雄君　2月25日　裾　野�

渋谷　　一君　2月28日　山中湖�

狩野　住夫君　3月 2日　長　泉�

ブラジル新事情�
狩野住夫君�

3月3日のスマイル�

●２月２０日のIMでは、皆様のご協力のもと、無事盛大に終了することができました。大変ありがとうございました。
会長／稲葉博之君・幹事／高村繁男君・実行委員長／水口正宏君 ●久し振りの出席です。ご無沙汰しました。孫が大
学に入学することができました。勝間田芳麿君 ●IM懇親会では、ご協力いただきありがとうございました。懇親部会
長・渡邊俊彦君 ●秋田さんのおかげで、講堂のピアノが新しくなりました。ありがとうございました。石田　恩君�

　ブラジルは、とにかくスケール

が日本と比べられない程大きい。�

リオのカーニバル、パンタナール（大

湿地帯）、イグアスの滝（世界最大

の滝）など、体験してみないと理解

できないと思われるし、想像を絶

するほどスケールが大きい。�

最近のブラジル�

１）ブラジルは日本とほぼ同じ人口で２３倍の広大国

　　土を有し、肥沃かつ天然資源の豊富な国で、日

　　本と全く違う。�

　　ゆっくりとしたテンポでも充分生きていけるし、

　　将来性はむしろ日本より有望と思われる。�

２）ブラジルのキリン社の事業は順調であり、特に

　　清酒事業は年間１,０００KL（５,６００石）レベルになり

　　さらに伸びている。�

３）最近は、インフレ率も落ち着きをみせ、国とし

　　て安定してきている。�

　　ブラジルを一言でいうと「信用してはいけない

　　が侮れない」ということです。�

キリン ディスティラリーのここ10年の変化と今後の方向性�

１）１０年前と同じウイスキー事業だけ実施していた�

　　ら、弊社はとっくに潰れていました。�

２）「生残り戦略」として10年前からウイスキー以　

　　外に業務用サワー、ワイン、清涼飲料、

　　ミネラルウオーター、缶チューハイ、

　　焼酎等展開してきており、製造品数

　　は１０年前の２３倍になっています。�

　　また、昨年からはキリンビバレッジ

　　社向けにレジン樹脂を成形しPET容

　　器を製造販売する事も開始しています。�

３）但し、今迄の「量」の発展には「行き詰まり感」

　　があるため、今後は「量」から「質」の転換を図っ

　　ていくつもりであります。�

　　本年１月からトヨタ生産方式のコンサルティン

　　グを入れ、今迄実施してきた仕事を一から見直

　　しています。�

　　スタートして間が無いが、「本来何をしなけれ

　　ばならないか」といったニーズに基づき、今迄

　　の仕事を見直すと様々な知恵（カイゼン）が湧

　　いて出る事を体感しており、トヨタ生産方式は

　　人の育成も含め「質」の転換には極めて有効と考

　　えています。�

　今後は「仕事の仕方の継続的カイゼンで原価を下

げると共に人を育成する」ことをスローガンに、仕

事の「質」を世界トップレベルにする事を新たな「生

残り戦略」としていきます。�


